
































映画『春苗』（1975 年・上海映画製作所）は最初に作られた「陰謀映画」で，公開は 1975 年

























劇映画については 1966 年の文革開始から 73 年に至るまで一本も作られず，「まるまる 7年間
一本の劇映画も生まれなかった。これは中国及び外国の映画史上まれに見る現象である」10）と
従来の中国映画史の記述のなかで語られてきた。1973 年にようやく『艶陽天』，『戦洪図』，『青
松嶺』（『青松嶺』は 1965 年版のリメイク）が完成し，文革が始まって 7年間の劇映画空白の時
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期は終りを告げる。1973年から76年の文革終了までに制作された劇映画は革命模範劇や伝統劇

























































する。1972 年 10 月 1 日の国慶節の後，上海映画製作所に魯䧬（1912‐2002），顏碧麗，梁廷鐸
の 3名からなる演出グループができ，魯䧬がリーダーとなった。演出グループは創作グループ
に加わって一緒に映画シナリオの書きかえをおこなった 23）。
1973 年 10 月，電影文学劇本『赤脚医生（はだしの医者）』が完成する。初めの話劇のシナリ
































































員会が監督を魯䧬から謝晋（1923 ‐ 2008）に交代させたいとの意向を示してきたのである 32）。
謝晋を指名したのは徐景賢であった 33）。文革初期，謝晋は 1965 年に撮った『舞台姉妹』が「大
毒草」とされ，大小の批判大会で 200 回以上も批判され，上海映画製作所で最も多く批判大会
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者には呂其明（1930 ‐）が起用されている。呂其明は 1970 年 2 月，楊矛とともに「呂，楊反
革命集団」として激しく批判されていた 40）が，この映画のときには現場に復帰していた。
















1974 年 7 月 1 日の「上海市党委員会指導者の『春苗』第 8稿に対する意見」では，話を「十六





































































































































その勢いに乗じたかのように 10 月 1 日『春苗』が公開された。公開された『春苗』の内容は
どのようなものになったのか。その内容を『電影文学劇本　春苗』（上海電影製片廠集体創作，









































『春苗』は 1975 年 10 月 1 日に公開されてから「四人組」が逮捕されるまでの一年間，「鄧小
平を代表とする老幹部に対する大型爆弾となった」68）という。鄧小平らへの攻撃の道具となっ
たのである。
1975 年 11 月から鄧小平の政策方針に対して，江青グループは鄧小平批判として「右からの巻
き返しに反撃する」運動を開始した。




























しかし 1976 年 10 月 6 日の「四人組」逮捕によって『春苗』は一転して「四人組」の罪状を
告発，批判する道具となる。たとえば上海映画製作所大批判組「這笔䵷一定要清算」（『人民日





の劉家龍が直接関わっている 74）。『歓騰的小涼河』は 1976 年 7 月 1 日に公開された 75）。『千秋






















『春苗』のシナリオの書きかえはその時々の政治情勢で細かく変化した。1975 年 1 月には『春
苗』ははっきりと鄧小平批判に的が絞られた。しかし現場で実際に制作に携わったスタッフは，
上からの意図がはっきりと読み取れず，とまどっていた様子がうかがえる。
1975 年 10 月 1 日の公開後，「右からの巻き返しに反撃する」運動に拍車をかけるように『春
苗』をほめたたえ，それと同時に鄧小平を批判するという二つを兼ね備えた文章が新聞，雑誌
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